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研究成果の概要（和文）：軌道上での有人・無人の宇宙活動は将来活発になると予測される一方で，その活動を
支えるエネルギーに関しては，現状で宇宙船単体ごとの自給自足状態であり，集中的な発電衛星システムからの
エネルギー供給や衛星間の余剰電力のやり取りが行われれば、活動範囲の広がりが期待できる。本研究では，無
線電力伝送を利用して、宇宙空間における宇宙機や人工衛星間での無線送電技術の基礎研究を行う。本研究では
衛星搭載可能な電力伝送システムについて提案する。

研究成果の概要（英文）：While manned and unmanned space activities on orbit are expected to become 
active in the future, regarding the energy that supports that activity, it is self-sufficient state 
for each spacecraft alone at present. If energy supply and exchange of surplus electric power 
between the satellites are carried out, the range of activity can be expected to widen. In this 
research, we will conduct basic research on wireless transmission technology between spacecraft and 
artificial satellites in outer space using wireless power transmission. In this research, we propose
 a power transmission system that can be equipped with satellites.

研究分野：航空宇宙工学

キーワード： ビームエネルギー推進
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１．研究開始当初の背景 
軌道上での有人・無人の宇宙活動は将来活発
になると予測される一方で，その活動を支え
るエネルギーに関しては，現状で宇宙船単体
ごとの自給自足状態であり，集中的な発電衛
星システムからのエネルギー供給や衛星間
の余剰電力のやり取りが行われれば、活動範
囲の広がりが期待できる。 
これに関連して、文部科学省 21世紀 COE「機
械システムイノベーション」のサブプロジェ
クトである「宇宙エネルギーイノベーショ
ン」や，日本学術振興会日韓二国間共同研究
「宇宙エネルギー変換イノベーション」など
において，2 つの小型衛星を打ち上げて，そ
の衛星間で無線エネルギー伝送デモンスト
レーション実験をおこなう機運が高まって
きている．国内外では，マイクロ波フェーズ
ドアレー伝送システムや，太陽光励起固体レ
ーザーを用いた光伝送システムが提案され，
その実現性を競っている．マイクロ波伝送シ
ステムの研究は先行していて，93 年に，京
大・神戸大のグループが，軌道上での衛星間
マイクロ波エネルギー伝送デモンストレー
ション(METS 実験)に成功している.[文献 1]
光技術に関しては，05 年日欧の共同実験で，
JAXA衛星「きらり」と ESA衛星「アルテミ
ス」間の衛星間光通信に世界で初めて成功し，
軌道上におけるレーザー光補足追尾技術が
格段に向上した． 
 
２．研究の目的 
無線電力伝送を利用して、宇宙空間における
宇宙機や人工衛星間での無線送電技術の基
礎研究を行う。本研究では衛星搭載可能な電
力伝送システムについて提案する．  
 
３．研究の方法 
磁界共鳴やミリ波を利用した今までにない
新たな送電方式による成立性および技術の
開発に取り組んだ。近年の無線送電の分野で
は、磁界共鳴方式と呼ばれる技術が盛んに利
用されており、14 年に MIT のグループが国
際宇宙ステーション内で、模擬衛星を用いた
磁界共鳴ワイヤレス給電のデモに成功して
いる.またミリ波は指向性の高さエネルギー
密度の高さから従来のマイクロ波方式に比
べてより長距離での利用、宇宙空間での利用
が期待される。 
 
４．研究成果 
 ハブ衛星から小型衛星への複数近接給電
を想定して，受電側回路におけるスイッチン
グ回路を利用した位置によらない一定電力
を得られるシステムを考案した。衛星内部の
構造部への給電を可能とするために，金属を
介したエネルギー給電に関するシステムを
考案した。 
また宇宙空間における長距離人工衛星間
給電を想定して、ミリ波型電力伝送システム
の人工衛星への搭載を視野に，発信源として

ジャイロトロンを利用した実験を筑波大学
プラズマ研究センタ及び福井大学遠赤外線
研究センタと共同で行った。 
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